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創世記から始める神さま理解 

第２回 天地創造〜聖なる神（永遠の神・創造主なる神） 

 

I. 聖なる神 

A. 聖の重要性 

1. 神は聖である〜「……わたしが聖であることを示し……」（レビ 10:3） 

2. 神の聖は、信仰者がどうあるかという問題と直結〜「むしろ、あなたがたを召

された聖なる方に倣い、あなたがた自身、生活のすべてにおいて聖なる者と

なりなさい。『あなたがたは聖なる者でなければならない。わたしが聖だから

である』と書いてあるからです。」（Ⅰペテロ 1:15〜16） 

3. そのため、神の聖をどう理解するかが、自分自身がどうあるものなのかを考

えていくにあたって重要 

B. 聖とは何を意味する？ 清らかさ、徳の高さ、正しさ？ 

C. 聖書における聖の意味 

1. 「分け隔てられている」、「他とは区別される」というのが基本的な意味 

2. 道徳的な正しさ、清らかさという意味は無い 

a) 「……（異教の）神殿娼婦」（直訳は「聖なる女性たち」）（ホセア 4:14） 

b) 「主よ……どうか彼ら（悪者）を、屠られる羊のように引きずり出し、殺

戮の日のために取り分けてください。」（直訳は「聖別して」）（エレミヤ

12:3） 

D. つまり、神が聖である、とは「（他の神々とは、またこの世界のものとは）違う」

という意味 

1. 一神教（キリスト教、イスラム教、ユダヤ教）が世界の半分以上の現代 

2. しかし旧約聖書時代、中近東では多神教が当たり前で、一神教はユダヤ人だ

け 

3. 神が聖である、というのは、聖書の神は他の神々とは違うのだ、というのが基

本的な強調点 

4. では、他の神々とどう違うのか？ 

II. 創造 

A. 天地創造の叙述について 

1. 科学的記述ではない 

2. 神の御心を示すもの 

B. この創造が、他の宗教と異なる点 

1. 無から有を創造した 
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2. 空間を神が創造しており、神は空間（場所）に縛られていない（他の宗教の場

合、神々が活動する空間（場所）が既にある中で世界が造られ、神々も空間

（場所）の縛りの中にあるとする） 

3. すべてのものの源 

4. 因みに、「父なる神」が意味するもの 

a) 「男性」を意味しない（神は肉体を持たないため、人間世界の雄との関連

がない 

b) 意味すること①：源 

c) 意味すること②：養い、育て、一人前にする 

III. 唯一神 

A. ただひとりの神が、この世界を独力で造られた 

B. 一神教と多神教の違い 

1. 複数の神々→神々が競っており、真理は複数（捨てる神もあれば拾う神もあ

り） 

2. 単一の神→真理は一つ 

C. 因みに…… 

1. 一神教は真理は一つだと考えるので、他を尊重しない独善であり、また争い

の原因となる宗教……？ 

2. 講師の回答 

a) 争いについて① 

(1) 確かに、一神教のキリスト教、イスラム教、ユダヤ教の国々は争い

を繰り返している 

(2) ただ、多神教の国々も、それなりに争いを繰り返している 

(3) 基本的に、一神教のキリスト教、イスラム教、ユダヤ教、また多神教

のヒンドゥー教、仏教、神道は、すべて愛と平和の大切さを訴える 

(4) 平和の教えを知っていながら、それを何らかの欲に負けて暴力を発

揮する人間の愚かさ 

b) 争いについて② 

(1) 戦争をする（他の国に出かけて行って殺戮に手を染める）というの

は重たいことであり、誰もやりたくない 

(2) それでも動員しないと戦争は遂行できないので、○○のためなら、

戦争もやむなし、と為政者は誘導する 

(3) かつては「神」がとても大切であったので、神のためにと言えば、

人々は重い腰を上げた 

(4) 今は、「神」という言葉の迫力が薄れてしまっており、代わりに、「自

由」や「平和」のために人々を戦いに誘導する現象が見られる 
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c) キリスト教の神は、１であり３、３であり１ 

(1) キリスト教の神は、父・子・聖霊という三位一体 

(2) ３者の独立した神がいつつも、愛による一つの調和 

(a) 異なる人格を持つ者らが、愛によって一つになっている 

(b) 子なる神（イエス・キリスト）と聖霊なる神が互いに愛によっ

て調和しつつ、父なる神に愛によって結ばれている 

(3) 自分自身と隣人とが愛によって調和し、その自分と隣人が愛によっ

て神さまと調和する、というのがキリスト教の基本 

(4) 教会の現状 

(a) もっとも、西方教会（カトリックとプロテスタント）は、20世

紀まで、ひとりの父なる神に従うという単一神教の面が強かっ

た 

(b) 20世紀になって三位一体論神学が興隆し、異なる人格が愛によ

って一つになる交わりを神観の基本、またクリスチャンの世界

観としよう、という訴えが始まっている 

IV. 永遠 

A. 他の宗教の場合、神々は時間軸に沿って活動している 

B. 聖書の神は、時間を超越した永遠の神（時間に縛られていない） 

C. 神が時間の流れを創った 

1. 永遠についての２通りの考え方 

a) 時間の流れが無限に続く 

b) 時間の流れ、それ自体が無い 

2. 神は永遠であり、時間の流れに縛られていない（Ⅱペテロ 3:8） 

a) 小説の読者は、小説内の主人公が活動する時間軸に縛られていないよう

に 

b) 岸辺に立つ人は、川の流れの中で流されていくものとは関係なく自由で

あるように 

3. そして神が、時間の流れの中にある、この世界を創られた 

4. ということは、神が時間の流れも創ったと考えられる 

V. まとめ 

A. 神は聖である：他の神々とは全く異なる 

B. どの点で異なるのか 

1. 唯一 

2. 時間・空間の創造主（神は永遠） 

3. この世界のすべての創造主 

 


